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さ
れ
、
従
来
の
受
動
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ

か
ら
、
戦
略
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
と
企

業
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
社
会
的
責
任
を
果
た
し
つ
つ


競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
戦
略
コ
ン
セ
プ
ト
が

示
さ
れ
た
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
後
に
Ｃ

Ｓ
Ｖ
（
共
有
価
値
の
創
造
）
と
い

う
戦
略
コ
ン
セ
プ
ト
へ
発
展
し
、

「
社
会
価
値
と
企
業
価
値
の
両
立

を
追
及
す
る
こ
と
が
競
争
優
位
の

源
泉
と
な
る｣

こ
と
を
示
し
た(

一

例
と
し
て
、
論
文
の
中
で
挙
げ
ら

れ
て
い
る
ネ
ス
レ
で
は
、
貧
困
地

域
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
支
援
を
通

じ
て
、
限
定
さ
れ
た
産
地
で
し
か

入
手
で
き
な
い
高
品
質
な
コ
ー
ヒ

ー
豆
を
安
価
に
安
定
調
達
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
て
お
り
、
社
会
貢

献
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
強
化
の

両
立
方
法
を
提
示
し
て
い
る
）
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
始
ま
っ
て
以

降
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
取
り
組
む
企
業
の

業
績
が
他
企
業
の
業
績
に
比
べ
顕

著
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
、
様
々
な
検
証

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に

熱
心
に
取
り
組
む
企
業
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
総
じ
て
高
い
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
資
金
調
達
力
の
向
上
に
加

え
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
の

強
化
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
高
度

化
な
ど
も
実
現
可
能
で
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
取
り
組
み
を
コ
ス
ト

と
し
て
捉
え
る｢

守
り
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ｣

で
は
な
く
、
①
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
促
進
す

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

②
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
促
進
と
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
強
化
を
一
体
の
も
の
と
し

て
進
め
る


と
い
っ
た
観
点

で
、
経
営
戦
略
や
事
業
戦
略
に
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
視
点
を
深
く
取
り
入
れ
た

「
攻
め
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
へ
と
発
想
を

転
換
し
、
企
業
経
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

企
業
に
対
す
る
社
会
的
要
請
の
高

ま
り
を
示
す
例
で
あ
る
。
Ｃ
Ｇ
Ｃ

は
、
企
業
に
対
し
て
企
業
統
治
体

制
の
高
度
化
を
促
す
も
の
で
あ
る

が
、
原
則
２-

３
及
び
補
充
原
則

２-

３
に
お
い
て｢

取
締
役
会
は


サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持
続
可

能
性
）
を
巡
る
課
題
へ
の
対
応
は

重
要
な
リ
ス
ク
管
理
の
一
部
で
あ

る
と
認
識
し
、
的
確
に
対
処
す
る

と
と
も
に
、
近
時
、
こ
う
し
た
課

題
に
対
す
る
要
請
・
関
心
が
大
き

く
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
勘
案

し
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的･

能

動
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る｣

と
規
定
し
て
お
り


い
わ
ゆ
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
に
対
す
る

能
動
的
な
活
動
を
促
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
に
と
っ
て

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
対
す
る
取
り
組
み
が
不

可
避
と
な
る
中
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関

す
る
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。こ

の
点
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
巡
る

研
究
が
参
考
に
な
ろ
う
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ

が
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
要
と
認

識
す
る
一
方
で
、
当
時
の
多
く
の

企
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を｢

コ
ス
ト｣

と
し
て
捉
え
て
き
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
06
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
マ
イ
ケ
ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー
教

授
に
よ
っ
て
「
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｇ

ｙ
＆
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
」
が
発
表

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
年
金
運
用
機

関
〉
な
ど
）
は
、
石
炭
依
存
度
の

高
い
企
業
か
ら
投
資
を
引
き
上
げ

る
動
き
を
見
せ
る
な
ど
、
前
述
し

た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
家
の
投
資
行
動
に

早
速
変
化
を
生
じ
さ
せ
て
い
る


ま
た
15
年
か
ら
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
（
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ

ー
ド
）
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
、

的
責
任
」
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う

概
念
も
同
時
期
に
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
い
か
に
し
て
Ｃ

Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
か
が
経
営
課
題

の
一
つ
と
な
っ
た
。

加
え
て
近
年
で
は
、
気
候
変
動

対
策
（
地
球
温
暖
化
対
策
）
も
非

常
に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
き
た
。
気
候
変
動
対

策
に
関
す
る
国
際
的
な
枠

組
み
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約

国
会
議
）
は
２
０
１
５
年

に
21
回
目
を
迎
え
た
が
、

そ
こ
で
締
結
さ
れ
た
協
定

（
通
称
「
パ
リ
協
定
」
）

は
世
界
共
通
の
長
期
目
標

と
し
て
目
標
を
２
度
確
認

し
、
気
候
変
動
対
策
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を

促
す
も
の
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。
パ

リ
協
定
の
前
後
か
ら
金
融

業
界
で
は
「
座
礁
資
産
」

と
い
う
単
語
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資

源
企
業
が
保
有
す
る
化
石

資
源
が
二
酸
化
炭
素(

Ｃ

Ｏ
２

）
排
出
量
の
制
約
で

開
発
で
き
な
い
（
座
礁
資

産
化
）
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
こ
れ
を
リ

ス
ク
と
み
た
機
関
投
資
家

（
Ｃ
ａ
ｌ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
〈
米

Ｓ
Ｇ
を
考
慮
し
た
企
業
経
営
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
。
そ

の
理
由
を
分
析
す
る
に
は
、
企
業

（
及
び
企
業
経
営
）
に
対
す
る
社

会
的
要
請
の
変
遷
と
、
外
部
環
境

の
変
化
を
強
く
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
。

企
業
へ
の
社
会
的
要
請
は
、
過

去
50
年
で
大
き
く
拡
大
し
て
き

た
。
我
が
国
で
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
た
当
初
、
「
環
境
問
題
」

と
い
え
ば
、
公
害
問
題
に
代
表
さ

れ
る
環
境
汚
染
問
題
を
意
味
し
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
、
公
害
対
策

に
加
え
て
、
資
源
循
環
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
要
請
が
高
ま
っ

た
。ま

た
世
界
で
は
、
環
境
汚
染
・

環
境
破
壊
に
よ
っ
て
生
物
の
多
様

性
を
喪
失
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
高

い
と
い
う
議
論
が
巻
き
起
こ
り
、

「
環
境
問
題
」
は
生
物
多
様
性
の

概
念
な
ど
も
包
摂
す
る
「
持
続
可

能
性
」
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、
社
会
と

い
う
点
か
ら
は
、
「
企
業
の
社
会

む
こ
と
②
株
式
所
有
・
運
用
方
針

に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
視
点
を
組
み
込
む
こ

と
③
投
資
先
に
対
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
側

面
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
④
資
産

運
用
業
界
に
対
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

の
実
行
を
促
す
こ
と
⑤
本
原
則
の

効
果
を
高
め
る
べ
く
協
働
す
る
こ

と
⑥
本
原
則
の
実
行
に
関
す
る
進

し
ん

捗
ち
ょ
く

状
況
を
報
告
す
る
こ
と



の
六
つ
の
原
則
か
ら
構
成
さ
れ

る
。こ

の
背
景
に
は
、
「
企
業
の
長

期
的
成
功
（
企
業
価
値
の
向
上
、

持
続
的
成
長
）
の
要
件
は
、
社
会

の
変
化
と
直
面
す
る
課
題
を
的
確

に
認
識
し
、
対
応
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
、

機
関
投
資
家
に
と
っ
て
も
、
受
託

者
責
任
を
果
た
す
上
で
、
企
業
の

社
会
変
化
へ
の
対
応(

企
業
統
治)

や
社
会
的
要
請
（
環
境
や
社
会
問

題
へ
の
配
慮
）
へ
の
対
応
状
況
を

考
慮
し
た
投
資
を
行
う
必
要
が
あ

る
、
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
。

責
任
投
資
原
則

が
公
開
さ
れ
て
か

ら
10
年
超
が
経
つ

が
、
既
に
責
任
投

資
原
則
に
署
名
し

た
機
関
投
資
家
は

１
５
０
０
機
関
を

超
え
、
そ
の
運
用

資
産
総
額
が
62
兆

㌦
（
い
ず
れ
も
２

０
１
６
年
４
月
時

点
）
を
突
破
す
る

な
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
は
世
界
的
な
潮

流
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
日
本
に
お
い

て
も
、
２
０
１
５

年
９
月
に
年
金
積

立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人
（
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
責
任

投
資
原
則
に
署
名

し
て
お
り
、
国
内

の
他
の
機
関
投
資

家
や
金
融
機
関
へ

の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
潮
流

の
中
、
な
ぜ
今
Ｅ

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
に
取
り
組
む

金
融
機
関
が
世
界
的
に
増
加
し
て

い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
は
、
通
常

の
財
務
諸
表
に
加
え
て
、
Ｅ
ｎ
ｖ

ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
（
環
境)･

Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
（
社
会)･

Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ

ｒ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
＝

企
業
統
治
）
の
三
つ
の
側
面
の
非

財
務
情
報
を
考
慮
し
、
投
融
資
先

を
評
価
・
選
定
す
る
投
資
ス
タ
イ

ル
を
指
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
考
え
方
を
大
き
く
広

め
た
の
は
、
２
０
０
６
年
４
月
に

国
連
が
公
開
し
た
責
任
投
資
原
則

（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
で
あ
る
。
責
任
投
資

原
則
は
①
投
資
分
析
・
意
思
決
定

過
程
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
視
点
を
組
み
込

だ
ん
の
・
こ
う
い
ち
ろ
う

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
修
了

（
工
学
修
士
）
。
日
本
総
合

研
究
所
に
お
い
て
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
交
通
、
資
源
・
水
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
を
手
掛
け
る
企
業

を
対
象
に
、
事
業
戦
略
・
技

術
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
策
定
な
ど
に
関
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。

拡大するＥＳＧ投資

業
績･
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上

社
会
的
要
請
大
き
く
拡
大

日
本
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

日
本
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

部
長

段
野

孝
一
郎

部
長

段
野

孝
一
郎

ＥＳＧを評価する視点
Environment(環境)Environment(環境)

環境方針

環境情報開示

生物多様性

化学物質の安全性と持続
可能性

環境インパクト

気候変動

環境汚染

水資源マネジメント対応

（出所）日本総研

Social(社会)Social(社会)

地域社会とのかかわり

機会均等の方針

従業員の健康と安全

人権制度

人権への取り組み全般

人権に関する情報開示

労働組合と従業員の経営参加

顧客と調達先との関係

サプライチェーン労働管理制度

サプライチェーン労働に関する
情報開示

Governance(企業統治)Governance(企業統治)

取締役会

女性取締役

倫理規定

ステークホルダー(利害関係者)に
対する責任

規制機関

腐敗防止の方針

腐敗防止策

腐敗防止に関する情報開示

（
面
担

吉
田
周
作
）
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